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「
提
示
仕
様
」
の
科
学
的
な
安
全
性
と
健
全
性
の
証
明
お
よ
び
保
証
は
、
青
森
県
民
の
み
な
ら
ず
世
界
各
国
の
注
目
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
電
力
各
社
お
よ
び
原
子
力
安
全
局
の
検
討
資
料
は
未
公
開
と
な
っ
て
い
る
。
電
力
各
社
お
よ

び
原
子
力
安
全
局
が
何
を
検
討
し
、
何
が
妥
当
で
あ
る
と
結
論
、
判
断
を
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
。 

原
子
力
安
全
局
は
電
力
各
社
の
願
い
出
を
検
討
し
、
原
子
力
局
長
名
の
同
年
八
月
三
一
日
付
け
「
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
ガ
ラ
ス
固

化
残
滓
仕
様
に
つ
い
て
」
（
以
下
「
通
知
」
と
い
う
。
）
で
電
力
各
社
の
結
論
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と
を
通 

 
 

知
し
た
。 

Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
よ
り
提
示
さ
れ
た
一
九
八
六
年
九
月
一
日
付
け
「
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
ガ
ラ
ス
固
化
残
滓
仕
様
」
（
以
下
「
提
示 

 

仕
様
」
と
い
う
。
）
は
電
力
各
社
に
よ
り
検
討
さ
れ
た
。 

一 

「
提
示
仕
様
」
と
貯
蔵
管
理
条
件
に
つ
い
て 

そ
の
結
果
を
電
力
各
社
は
、
原
子
力
安
全
局
に
一
九
八
八
年
一
月
二
一
日
付
け
「
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
ガ
ラ
ス
固
化
残
滓
仕
様
に

関
す
る
お
願
い
」
（
以
下
「
お
願
い
」
と
い
う
。
）
で
検
討
を
お
願
い
し
た
。 

従
っ
て
、
「
提
示
仕
様
」
と
電
力
各
社
お
よ
び
原
子
力
安
全
局
の
検
討
に
つ
い
て
以
下
の
質
問
を
す
る
。 

Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
ガ
ラ
ス
固
化
残
滓
仕
様
の
検
討
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

二 

仕
様
検
討
の
前
提
と
な
る
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
貯
蔵
管
理
形
態
の
選
択
に
つ
い
て 

4 

「
提
示
仕
様
」
の
内
容
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
が
独
・
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
他
国
に
提
示
し
た
仕
様
と
同
じ
内
容
の
も
の
か
。 

3 

「
提
示
仕
様
」
が
「
日
本
の
貯
蔵
管
理
形
態
」
を
前
提
と
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
仕
様
条
件
の
範
囲
以
内
で
安
全
に

貯
蔵
管
理
が
可
能
な
施
設
を
設
計
し
た
と
い
う
こ
と
か
。 

2 

「
提
示
仕
様
」
は
、
日
本
で
の
貯
蔵
管
理
形
態
「
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
抜
き
出
し
、
九
段
積
み
に
し
五
十
年
間
貯
蔵
管
理

す
る
」
（
以
下
「
日
本
の
貯
蔵
管
理
形
態
」
と
い
う
。
）
を
前
提
と
し
た
仕
様
な
の
か
。 

1 

「
提
示
仕
様
」
は
、
ど
の
よ
う
な
貯
蔵
管
理
形
態
を
想
定
し
た
も
の
か
。
そ
れ
と
も
貯
蔵
管
理
形
態
は
想
定
し
て
い
な

い
の
か
。 

「
安
全
性
の
考
え
方
」
の
中
で
は
、
「
返
還
廃
棄
物
の
貯
蔵
の
安
全
性
は
、
固
化
体
、
容
器
及
び
貯
蔵
施
設
の
組
み
合
わ 

 

せ
に
よ
る
閉
じ
込
め
性
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
。 

電
力
各
社
お
よ
び
原
子
力
安
全
局
の
検
討
は
、
「
海
外
再
処
理
に
伴
う
返
還
廃
棄
物
の
安
全
性
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
」 

（
一
九
八
七
年
八
月
二
七
日
付
け
原
子
力
安
全
委
員
会
「
決
定
」
。
以
下
「
安
全
性
の
考
え
方
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
い
て 

 
 

検
討
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

四 

 



 

三 

検
討
内
容
に
つ
い
て 

4 

「
日
本
の
貯
蔵
管
理
形
態
」
で
は
、
貯
蔵
管
理
期
間
五
十
年
後
に
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
最
終
処
分
地
に
移
送
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
最
低
、
製
造
時
か
ら
返
還
ま
で
の
年
数
と
五
十
年
間
の
貯
蔵
管
理
期
間
ま
で
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
安
全
性
と
健

全
性
の
保
証
が
必
要
と
な
る
。 

3 

電
力
各
社
は
、
貯
蔵
管
理
形
態
も
含
め
て
「
提
示
仕
様
」
の
検
討
を
し
た
の
か
。 

2 

八
八
年
当
時
か
ら
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
貯
蔵
管
理
は
、
「
日
本
の
貯
蔵
管
理
形
態
」
と
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
の
か
。 

1 

「
容
器
貯
蔵
管
理
形
態
」
を
採
用
せ
ず
、
「
日
本
の
貯
蔵
管
理
形
態
」
を
選
択
し
た
理
由
は
何
か
。 

独
で
は
「
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
容
器
か
ら
取
り
出
さ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
貯
蔵
管
理
す
る
」
（
以
下
「
容
器
貯
蔵
管
理
形
態
」 

 
 

と
い
う
。
）
こ
と
に
し
て
い
る
。
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
取
り
出
し
管
理
す
る
と
、
取
り
出
し
時
の
事
故
、
貯
蔵
管
理
時
の
事 

 
 

故
、
移
送
時
の
事
故
の
リ
ス
ク
が
あ
る
。 

「
提
示
仕
様
」
で
は
、
五
十
年
以
上
の
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
安
全
性
と
健
全
性
は
保
証
さ
れ
な
い
と
の
答
弁
が
あ
る
。
で

は
、
誰
が
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
五
十
年
以
上
の
安
全
性
と
健
全
性
を
保
証
す
る
の
か
。 

誰
が
、
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
安
全
性
と
健
全
性
を
何
年
間
保
証
す
る
の
か
。 

五 

 



 

四 

電
力
各
社
の
結
論
に
つ
い
て 

6 

原
子
力
安
全
局
の
「
提
示
仕
様
」
の
検
討
で
は
、
「
安
全
性
の
考
え
方
」
の
第
二
章
2
の
3
「
安
全
性
の
評
価
」
に
基

づ
い
て
想
定
す
べ
き
事
象
お
よ
び
可
能
性
を
す
べ
て
検
討
、
評
価
し
た
の
か
。 

5 

原
子
力
安
全
局
の
「
提
示
仕
様
」
の
検
討
で
は
、
「
安
全
性
の
考
え
方
」
の
第
二
章
2
の
2
「
貯
蔵
施
設
に
要
求
さ
れ

る
基
本
的
要
件
」
に
基
づ
い
て
基
本
的
要
件
を
す
べ
て
検
討
、
評
価
し
た
の
か
。 

4 

原
子
力
安
全
局
の
「
提
示
仕
様
」
の
検
討
で
は
、
「
安
全
性
の
考
え
方
」
の
第
二
章
2
の
1
「
返
還
廃
棄
物
の
仕
様
の

評
価
」
に
基
づ
い
て
評
価
項
目
を
す
べ
て
検
討
、
評
価
し
た
の
か
。 

3 

電
力
各
社
の
「
提
示
仕
様
」
の
検
討
で
は
、
「
安
全
性
の
考
え
方
」
の
第
二
章
2
の
3
「
安
全
性
の
評
価
」
に
基
づ
い

て
想
定
す
べ
き
事
象
お
よ
び
可
能
性
を
す
べ
て
検
討
、
評
価
し
た
の
か
。 

2 

電
力
各
社
の
「
提
示
仕
様
」
の
検
討
で
は
、
「
安
全
性
の
考
え
方
」
の
第
二
章
2
の
2
「
貯
蔵
施
設
に
要
求
さ
れ
る
基

本
的
要
件
」
に
基
づ
い
て
基
本
的
要
件
を
す
べ
て
検
討
評
価
し
た
の
か
。 

1 

電
力
各
社
の
「
提
示
仕
様
」
の
検
討
で
は
、
「
安
全
性
の
考
え
方
」
の
第
二
章
2
の
1
「
返
還
廃
棄
物
の
仕
様
の
評 

 

価
」
に
基
づ
い
て
評
価
項
目
を
す
べ
て
検
討
、
評
価
し
た
の
か
。 

六 

 



 

五 

原
子
力
安
全
局
の
結
論
に
つ
い
て 

1 

「
当
該
仕
様
に
関
す
る
貴
社
の
結
論
は
妥
当
」
な
も
の
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。 

2 

廃
棄
物
を
安
全
に
貯
蔵
し
う
る
貯
蔵
施
設
を
設
計
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
結
論
は
、
「
提
示
仕
様
」
に
基
づ
い
て
製

造
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
「
日
本
の
貯
蔵
管
理
形
態
」
で
、
五
十
年
間
貯
蔵
管
理
し
て
も
安
全
な
施
設
を
設
計
で
き
る

と
い
う
こ
と
か
。 

1 

仕
様
に
示
さ
れ
た
項
目
お
よ
び
数
値
は
妥
当
の
結
論 

「
お
願
い
」
で
の
電
力
各
社
の
結
論
は
、
「
仕
様
に
示
さ
れ
た
項
目
お
よ
び
数
値
は
妥
当
」
と
「
廃
棄
物
を
安
全
に
貯
蔵 

 
し
う
る
貯
蔵
施
設
を
設
計
す
る
こ
と
が
可
能
」
で
あ
る
。 

③ 

「
妥
当
」
の
結
論
は
、
「
提
示
仕
様
」
に
基
づ
い
て
製
造
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
固
化
体
で
あ
れ
ば
「
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
抜 

 
 

き
出
し
て
九
段
積
み
で
五
十
年
間
貯
蔵
管
理
し
て
も
安
全
性
と
健
全
性
は
保
証
で
き
る
。
」
と
の
結
論
か
。 

② 

「
妥
当
」
の
結
論
は
、
「
安
全
性
の
考
え
方
」
の
す
べ
て
の
評
価
項
目
に
基
づ
い
て
検
討
、
評
価
を
し
た
結
果
、
安 

 
 

全
性
は
保
証
で
き
る
と
結
論
し
た
も
の
か
。 

① 

「
項
目
お
よ
び
数
値
は
妥
当
」
と
は
、
何
に
対
し
て
「
項
目
と
数
値
」
が
妥
当
な
の
か
。 

七 

 



 

 

八 

① 

こ
の
判
断
は
、
原
子
力
安
全
局
が
電
力
各
社
の
検
討
し
た
項
目
お
よ
び
数
値
を
独
自
に
検
討
、
判
断
し
た
も
の
か
。 

② 
電
力
各
社
が
検
討
し
た
項
目
お
よ
び
数
値
で
、
原
子
力
安
全
局
が
独
自
に
検
討
し
た
項
目
お
よ
び
数
値
は
何
か
。 

③ 

電
力
各
社
が
検
討
し
た
項
目
お
よ
び
数
値
以
外
で
、
原
子
力
安
全
局
が
独
自
に
検
討
し
た
項
目
お
よ
び
数
値
は
何 

か
。 

④ 

原
子
力
安
全
局
の
検
討
で
は
、
「
容
器
貯
蔵
管
理
形
態
」
よ
り
も
「
日
本
の
貯
蔵
管
理
形
態
」
の
方
が
安
全
で
あ
る 

 

と
い
う
検
討
は
し
た
の
か
。 

⑤ 

原
子
力
安
全
局
の
結
論
「
当
該
仕
様
に
関
す
る
貴
社
の
結
論
は
妥
当
」
と
の
判
断
は
、
「
提
示
仕
様
」
に
基
づ
い
て 

 

製
造
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
固
化
体
で
あ
れ
ば
、
「
日
本
の
貯
蔵
管
理
形
態
」
で
安
全
に
貯
蔵
管
理
で
き
る
と
判
断
し
た
も
の 

か
。 

2 

原
子
力
安
全
局
の
検
討
で
は
、
「
抜
き
出
し
て
九
段
積
み
で
五
十
年
間
貯
蔵
管
理
し
て
も
安
全
性
と
健
全
性
は
保
証
で

き
る
。
」
施
設
を
設
計
で
き
る
か
否
か
の
検
討
は
し
な
か
っ
た
の
か
。 

右
質
問
す
る
。 


